
開栓時は一気に蓋を開けず

圧力調整弁でガス抜きを！ 

消防法令により定められた金属缶を使用してく
ださい。右のようなラベルが貼られた携行缶は

消防法令の基準に適合するものです。 

ガソリン蒸気が流出しないよ
うにしっかり栓を閉める！ 

※ガソリンはマイナス40℃でも気化し、小さな火源でも
引火して爆発的に燃焼する物質です。 
 気化したガソリンは容器内で膨張し、圧力が高くなって
いる場合がありますので取扱いには十分注意してください。 

※写真はガソリン携行缶の製品一例です。 



直射日光を避け 
風通しのよい場所で 

保管する 

周囲でタバコを吸
う等、火気の使用
は絶対にしない 

ガ ソ リ ン の 危 険 性 

マイナス40度の低温でも気化し、小さな火源（静電気など

の火花）でも引火して爆発的に燃焼するおそれがあります。 

ガソリンの可燃性蒸気は、空気より重いため、地面を伝って

離れた場所にある火源により引火するおそれがあります。 

セルフガソリンスタンドで、 
利用客が自らガソリンを容器
に入れることはできません × 

大阪市消防局 
http://www.city.osaka.lg.jp/shobo/index.html 

 

このリーフレットに関するご質問は・・・ 
大阪市消防局予防部規制課 

TEL:06-4393-6242 FAX:06-4393-4580 
または、最寄りの消防署まで 


